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1　は　じ　め　に

鹿角地区では，出穂後20日ころから30日ころにかけて水

田の一部で水稲の褐変凋落個所がみられ．以後褐変の度合

が急速に進み，赤黒く枯れ上がる障害が発生した。症状は

各薫に赤褐色のさび状の測点がみられ，先端部から赤黒く

枯れ，穂も赤黒くすすけたようになっていた。この障害に

関して調査検討した結果を報告する。

2　試　験　方　法

川調査地点：鹿角市永田地区の6地点。各地点下記の

3か所

a：圃場内で障害の出ている部分

b：aと同一圃場で障害の出ていない部分

C：a，bの隣接田で障害の出ていない圃場

（21調査・試料採取月日：昭和59年9月20日

㈱調査対象品種：　アキヒカリ

（4）調査・分析項目

1）土壌：Eh，pH．活性2価鉄

2）稲体：Fe，P205，Mn，SiO2，乾物垂，収量，

豊熟歩合（稲体の比軽対照として同時期の秋田農試圃場

のアキヒカリ）

3　試験結果及び考棄

（‖土壌分析結果（表1）

永田地区の圃場は地下10～20mのところに砂礫の庄密さ

れた不適水屑がある。調査時は既に落水していて，b．C

は乾いて固くなっているのに，aはやわらかく，なお湿田

還元状態のままであった。このことは表1のEh6がb．C

に比べaで低いこと，pHがaで高いことからも示される。

土壌の活性2価鉄濃度はaで高いが，b，Cでは高い地点

と低い地点があり．濃度の高い地点はEh6の低下とともに

多量の2価鉄イオンが溶出する可能性がある。

蓑1土壌，稲体分析調査結果

α・・・茎葉，β…穂

（稲体は各地点とも3株採取）
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α β α＋β
β／α十

β （別

1 － a 2 5 5 6 ．1 4 6 7 ．5 2 2 ．2 ≡13 ．5 2 1 2． …4 1．4

b 4 3 3 6．1 4 7 3．0 2 2．7 ≡23 ．1 2 5 8 ．8 室5 0 ．9

C 4 4 1 5．7 2 ＄．6 2 2．9 3 2 ．3 2 3 8 ．0 膏 7 ．9

2　－ a 3 2 7 6 ．5 3 1 4．3 2 3 ．6 3 3 ．5 2 3 3 ．4 6 4 ．6

b 4 2 0 5 ．7 1 4 0 ．2 2 5 ．9 …3 4 ．2 3 0 4 ． い 7 ．0

C 5 1 8 5 ．6 3 2 5 ．7 2 5 ．2 3 6 ．6 2 3 2．2 7 7 ．2

3　－ a －5 7 6 ．2 5 6 7 ．9 2 5 ．7 3 7 ．5 2 8 9．6 5 8 ．3

b 2 4 2 6 ．0 5 4 8 ．5 3 1 ．2 ㍉ 5 ．2 3 7 6 ．4 ≒55 ．2

C 5 2 4 5 ．4 4 ．5 3 2 ．1 4 3．1 2 8 1．8 巨 0 ．4

4　－ a 10 6 ．4 7 1 1．9 17 ．2 2 7．3 2 1 6 ．4 6 1 ．8

b 3 7 2 6 ．2 5 9 ．6 2 4 ．2 ≡3 5．9 2 6 8 ．7 7 7 ．5

C 2 9 8 5 ．8 5 4 9 ．5 2 さ．2 4 4，0 2 9 2 ．6 6 9 ．2

5 － a 3 2 4 6 ．3 5 5 6 ．5 2 5．4 2 3 ．7 2 5 0 ．6 4 7．3

b 4 2 6 5 ．8 9 6 ．2 2 9．1 4 1．1 3 2 7 ．4 7 1．6

C 4 2 9 5 1 5 5 9 ．5 3 0．2 3 7 ．0 2 2 4 ．6 7 5．8

6　－ a 2 8 5 5 ．3 ． 66 9 ．5 2 3 ．4 3 6 ．1 2 5 5 ．4 7 0 ．7

b 3 6 3 5 ．6 4 4 ．7 2 4 ．7 3 5 ，7 2 6 8 ．6 6 7 ，8

C 5 1 4 5 ．1 2 6 ．4 3 2 ，7 4 3 ．4 3 9 2 ．9 7 3 ，4

　 7

（秋 田農 試 ）

47 ．6 5 3 ．5 4 0 9 ．7 7 4 ．4

a 1 9 1 6 ．1 5 4 8 ．0 2 2 ．9 2 8 ．6 2 4 3 ．4 5 7 ．4

去 品 b 3 7 6 5．9 2 2 7，0 2 6 ．3 3 6 ．4 3 0 0 ，7 ‡‘6 ．7

C 4 5 4 5．5 3 4 0 ．6 2 8 ．7 3 9 ．4 2 7 7 ．0 ヱと ま＿

脚稲体分析結果（表1，図1）

稲体のFe濃度はaの茎葉で0．1％以上で，b，C，7（秋

田農試）に比べ高い。石塚ら1）によば，茎嚢中でFeが0．1

％以上となると鉄過剰とみることができるとしている。ま

た茎葉のMn濃度とFe濃度には負の相関がみられる。

茎葉のFe濃度とP205濃度には正の相関がみられる。

また表1の穂と茎葉の合計したBOs吸収量は各地点とも，

aとCの間に大きな差は見られないが，吸収P205の穂へ
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回2　収量，収量構成要素

注．□…C，団…a
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SiO了00）

P205，Si02の相関図
・・b　　ロ…C

の移動割合であるβ／α＋β（％）はaがCに比べ低く，呼

収P205の穂への転流が阻害されているものと思われる。

茎葉のSiO2濃度は永田の1～6地点で全か所とも10％

以下と低く．特にaの濃度が低い。また茎垂のFe濃度と

負の相関が見られる。

乾物重はaがb．C，7（秋田農試）に比べ茎葉，穂と

もに小さい。

なお地点6は地点1～5と症状が違い，彙先が白く枯れ

てくるもので．分析結果においてもa，Cで大きな差のみ

られるのはaでMn濃度が低い点である。

（3）収量及び収量構成要素（図2）

収量は各地点ともCに比べaで低く，収量構成要素で見

ると，一徳拉致，一穂登熟校数，千拉重がCに比べaで低

く．穂数には大きな差は見られない。

以上llI～t3）の結果から，本障害は排水不良による異常還

元によって根が障害を受け，養分の正常な吸収が阻害され

Feの過剰吸収それに伴うMn，Si02の吸収阻害，茎葉

P205の穂への転流阻害が生じているものと思われる。ま

た症状は出穂期以降に発現してくるが，収量構成要素から

見ると，一穂拉致に明らかな減少が見られることから，本

障害は地上部に障害としては現われないが，既に出穂期以

前から異常還元による障害を受けているものと思われる。

なお地点6については，異常還元によるFeの過剰吸収

とは断定できず，なお検討を要する。
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